
井

上

靖

「
闘
牛
」

三A‘
日間

ー

材

料

意

匠

化

と

悲

哀

|

|

の

は
じ
め
に

昭
和
二
十
四
年
十
二
月
号
の
『
文
皐
界
』
に
発
表
さ
れ
た
井
上
靖
の
「
闘
牛
」

は
、
終
戦
間
も
な
く
創
立
し
た
新
興
新
聞
社
が
、
伊
予

W
市
の
伝
統
競
技
の
牛
相

撲
を
大
阪
で
開
催
さ
せ
る
事
業
の
顛
末
に
、
主
人
公
津
上
と
愛
人
さ
き
子
の
関
係

も
絡
め
つ
つ
描
い
た
小
説
で
あ
る
。
第
二
十
二
回
(
昭
和
二
十
四
年
下
半
期
)
芥

川
賞
を
受
賞
し
、
今
日
で
は
こ
の
作
家
の
出
世
作
と
見
倣
さ
れ
て
い
る
。

井
上
靖
は
こ
の
「
闘
牛
」
の
執
筆
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

廿
二
年
一
月
新
大
阪
新
聞
社
主
催
で
闘
牛
大
会
が
西
宮
球
場
で
聞
か
れ
た
。

(
中
略
)

一
日
私
も
闘
牛
見
物
に
会
場
へ
出
掛
け
た
。
み
ぞ
れ
の
降
る
寒
い

目
だ
っ
た
。
天
候
に
崇
ら
れ
て
そ
の
日
の
入
場
者
は
極
め
て
少
か
っ
た
。
リ

ン
グ
の
中
央
で
、
角
を
突
き
合
せ
た
な
り
で
微
動
だ
に
せ
ぬ
こ
頭
の
牛
。
そ

れ
を
取
巻
く
ま
ば
ら
な
観
衆
。
垂
れ
下
が
っ
て
い
る
の
ぼ
り
。

ス
タ
ン
ド
の

所
々
か
ら
人
々
は
外
と
う
の
え
り
を
立
て
て
声
も
な
く
リ
ン
グ
を
見
降
ろ
し

て
い
る
。
そ
の
会
場
に
立
て
こ
め
て
い
る
異
様
な
空
気
が
私
の
心
に
冷
た
く

突
き
上
げ
て
来
た
。

(
中
略
)
私
は
そ
の
日
の
会
場
の
詩
を
書
き
た
い
と
思

高

木

伸

幸

っ
た
。
そ
の
会
場
の
悲
哀
は
、
事
業
そ
の
も
の
か
ら
来
る
も
の
で
は
な
く
、

終
戦
後
一
年
半
の
、
あ
の
時
代
の
日
本
が
、
日
本
の
社
会
が
、
日
本
人
の
す

べ
て
が
、
意
識
す
る
と
、

し
な
い
に
拘
ら
ず
、
だ
れ
も
持
っ
て
い
た
悲
哀
に

他
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
。
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実
際
に
は
こ
の
闘
牛
大
会
は
新
聞
社
の
事
業
と
し
て
は
宣
伝
効
果
か
ら
み

て
も
大
き
い
成
功
を
お
さ
め
、
新
大
阪
は
た
め
に
盛
名
を
天
下
に
と
ど
ろ
か

し
た
が
、
私
は
勝
手
に
そ
こ
か
ら
会
場
の
詩
だ
け
を
拝
借
し
て
来
た
。
会
場

の
詩
を
頂
き
に
置
い
て
、

そ
れ
を
さ
さ
げ
持
つ
台
座
を
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
檎

築
し
、
時
代
相
を
把
握
し
た
一
種
の
社
会
小
説
を
意
図
し
た
。

ま
た
「
私
の
履
歴
書
」
⑨
で
は
、

-， 

闘
牛
」ー

の
執(
筆「
の『
た闘
め牛
に』
、に

井つ
上い
ので(
友 L 2 
人)

で
当
時
の
新
大
阪
新
聞
編
集
局
長
だ
っ
た
小
谷
正
一
氏
|
「
闘
牛
」
の
津
上
と
同

じ
ポ
ス
ト
に
い
た
人
物
ー
か
ら
、

「
事
業
に
関
す
る
す
べ
て
の
こ
と
を
聞
」
き

「
そ
の
全
部
を
ノ
ー
ト
し
た
」
と
も
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
言
葉
を
通
し
て
、

「
闘
牛
」
の
成
立
過
程
を
覗
う
こ
と
が
で
き
る
。

「
闘
牛
」
は
昭
和
二
十
二
年
一
月
に
西
宮
球
場
で
開
催
さ
れ
た
新
大
阪
新
聞
社
主



能
の
闘
牛
大
会
を
モ
デ
ル
に
、
小
谷
正
一
氏
か
ら
詳
し
く
取
材
し
た
上
で
執
筆
さ

れ
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
作
者
は
そ
の
闘
牛
大
会
の
会
場
で
感
じ
た
「
会
場

の
詩
」
、
す
な
わ
ち
「
終
戦
後
一
年
半
の
、
あ
の
時
代
の
日
本
が
、
日
本
の
社
会

が
日
本
人
の
す
べ
て
が
、
意
識
す
る
と
、
し
な
い
に
拘
ら
ず
、
だ
れ
も
持
っ
て
い

た
悲
哀
」
を
表
し
た
「
時
代
相
を
把
握
し
た
一
積
の
社
会
小
説
を
意
図
し
た
」

そ
れ
で
は
「
闘
牛
」
に
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
「
悲
哀
」
が
表
現
さ
れ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
「
悲
哀
」
は
、
作
者
の
意
図
し
た
通
り
に
、
終
戦
聞
も

な
い
日
本
の
時
代
相
が
持
っ
て
い
た
「
悲
哀
」
を
表
し
、

「
闘
牛
」

一
筒
を
「
一

種
の
社
会
小
説
」
と
し
て
成
り
立
た
せ
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

以
下

「
闘
牛
」
に
つ
い
て
悲
哀
感
が
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か
に
着

眼
し
つ
つ
、
考
察
を
進
め
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

「
闘
牛
」
は
あ
く
ま
で
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
小
説
で
あ
る
が
、

そ
の
成
立
過
程
を

考
え
る
と
、
作
品
中
、
特
に
闘
牛
大
会
に
関
す
る
部
分
は
、
少
な
か
ら
ず
新
大
阪

新
聞
社
主
催
の
闘
牛
大
会
か
ら
材
料
を
借
り
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
こ
で
ま

ず
初
め
に
、
当
時
新
大
阪
新
聞
社
が
発
行
し
て
い
た
『
夕
刊
新
大
民
日
}
(
以
下

『
新
大
阪
』
)
の
闘
牛
大
会
開
催
に
関
連
す
る
記
事
を
参
考
に
し
つ
つ
、
「
闘
牛
」

が
モ
デ
ル
か
ら
ど
の
く
ら
い
材
料
を
借
り
、
ど
の
程
度
作
者
の
独
創
に
よ
っ
て
作

ら
れ
て
い
る
の
か
、
わ
か
る
範
囲
で
確
か
め
て
お
き
た
い
。

「
闘
牛
」
の
ど
の
部

分
に
作
者
の
独
創
が
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
作
者
の
意
図
を
よ
り
正

確
に
把
握
で
き
る
答
で
あ
る
。

「
闘
牛
」
に
お
い
て
作
者
の
全
く
の
独
創
は
、
少
な
く

と
も
闘
牛
大
会
に
関
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
ご
く
僅
か
だ
と
一
言
え
そ
う
で
あ
る
。

結
論
か
ら
述
べ
る
と
、

闘
牛
大
会
に
関
す
る
記
述
の
ほ
と
ん
ど
が
、
そ
の
典
拠
を
『
新
大
阪
』
の
記
事
の

中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
、

W
市
の
豪
農
の
当
主
が
話
し
て
み
せ
た
、
相
撲
牛
が
先
代
の
仇
討
ち

を
し
た
講
談
そ
こ
の
け
の
逸
話
は
、

ぞ
れ
と
全
く
同
じ
話
を
昭
和
二
十
二
年
一
月

十
九
日
付
『
新
大
阪
』
第
二
面
掲
載
の
「
勝
牛
は
家
門
の
誉
れ
」
と
題
さ
れ
た
小

さ
な
記
事
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
か
ら
大
会
き
つ
て
の
呼
び
も
の
で
あ
っ

た
三
谷
牛
と
川
崎
牛
の
試
合
が
、

一
時
間
以
上
経
つ
で
も
勝
負
が
決
せ
ず
、
試
合

続
行
の
可
否
を
観
客
の
拍
手
に
よ
っ
て
決
定
し
た
下
り
は
、
大
会
初
日
の
横
綱
対

決
の
勝
関
(
梅
崎
牛
)
と
磐
石
(
西
岡
牛
)
の
試
合
報
告
の
乱
事
に
そ
の
典
拠
が

見
ら
れ
る
。
ま
た
神
戸
市
内
と
大
阪
市
内
で
午
行
列
を
や
ら
せ
た
こ
と
や
、
街
々
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に
闘
牛
大
会
宣
伝
の
サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク
が
つ
っ
走
っ
た
こ
と
、
中
之
島
公
園
か

ら
回
以
気
づ
け
の
花
火
を
打
上
げ
た
こ
と
な
ど
、
全
て
『
新
大
阪
』
の
乱
罪
を
見
る

と
実
際
の
出
来
事
を
参
考
に
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
作
品
中

(
以
下
『
新
夕
刊
』
)
に
掲
載
さ
れ
る
「
闘
牛
ば
か
り

彫
っ
て
い
る
老
彫
刻
家
」
の
写
真
入
り
の
記
事
、

い
う
特
派
貝
記
事
、

の
新
聞
『
大
阪
新
夕
刊
』

「
南
予
に
闘
牛
を
訪
ね
て
」
と

「
日
本
ニ
ュ
ー
ス
や
世
界
ニ
ュ
ー
ス
が
会
場
の
情
景
を
フ
ィ

ル
ム
に
お
さ
め
る
」
と
い
っ
た
「
前
景
気
を
あ
げ
る
宣
伝
記
新
一
な
ど
全
て
『
新

大
阪
』
に
そ
れ
と
同
様
の
記
事
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
し
、

牛
が
登
場
し
て
来
た
」
の
も
、

「
連
載
漫
画
に
も
、

『
新
大
阪
』
の
通
り
で
あ
る
。
作
者
が
こ
れ
ら
を
、

『
新
大
阪
』
の
記
事
を
参
考
に
し
て
書
い
た
の
か
、
小
谷
正
一
氏
の
話
を
参
考
に

し
た
の
か
、
ど
ち
ら
か
わ
か
ら
な
い
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
作
者
の
独
創
で
な
い

」
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。



」
の
よ
う
に
『
新
大
阪
』
の
記
事
に
よ
り
、

「
闘
牛
」
が
か
な
り
の
部
分
の
材

料
を
モ
デ
ル
か
ら
借
り
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
だ
が
、
作
者
は
そ
の
借
り
て
き

た
材
料
を
そ
の
ま
ま
作
品
中
に
取
り
込
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
。
先
の
三
谷
牛
と

川
崎
牛
の
試
合
続
行
の
可
百
を
観
客
の
拍
手
に
問
う
た
場
面
も
、
典
拠
で
あ
る
梅

崎
牛
と
西
岡
牛
の
試
合
の
場
合
は
、
観
客
の
拍
手
に
よ
っ
て
試
合
を
続
行
す
る
も

さ
ら
に
勝
負
は
決
せ
ず
、
結
局
勢
子
が
総
出
で
両
牛
を
引
き
止
め
、
引
き
分
け
に

終
わ
っ
て
い
る
。
作
品
中
の
三
谷
牛
と
川
崎
牛
の
場
面
は
、
試
合
続
行
に
よ
っ
て

赤
い
牛
が
勝
つ
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、

「
非
公
反
」
の

テ
ー
マ
を
表
す
た
め
の
工
夫
で
あ
る
。

作
者
は
モ
デ
ル
か
ら
借
り
て
き
た
材
料
を
、
部
分
的
に
改
め
た
り
、
並
べ
換
え

た
り
、
拡
大
す
る
な
ど
工
夫
し
て
作
品
に
取
り
込
ん
で
い
る
。
自
己
の
テ
l
マ
を

表
す
た
め
に
、
材
料
を
意
匠
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
作
者
の
工
夫
が

い
く
つ
か
見
ら
れ
る
中
で
、
と
り
わ
け
目
を
惹
く
の
は
、
事
業
に
関
す
る
日
程
の

変
更
、
期
間
の
拡
大
で
あ
る
。

「
闘
牛
」
で
は
、

「
来
春
(
註
、
昭
和
二
十
二
年
)

一
月
二
十
日
か
ら
三
日
間

阪
神
球
場
で
闘
牛
大
会
を
開
催
す
る
と
い
う
社
告
」
が
『
新
夕
刊
』
の
一
面
に

「
角
と
角
と
を
突
き
合
わ
し
て
い
る
二
頭
の
牛
の
写
真
を
カ
ッ
ト
」
に
し
た
「
縫

の
眼
を
も
惹
く
大
き
な
箱
も
の
」
と
し
て
組
み
込
ま
れ
、
開
催
の
約
一
カ
月
前
の

前
年
十
二
月
中
旬
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
『
新
大
阪
』
で
は
、

「
震
災
救

援
資
金
募
集
・
南
予
闘
牛
大
会
(
新
大
阪
新
聞
社
主
催
・
宇
和
島
市
後
援
・
南
予

牛
相
摂
協
会
協
賛
)
」
を
、
昭
和
二
十
二
年
一
月
二
十
五
日
(
土
)
、
二
十
六
日

資

料

①

(
日
)
に
西
宮
球
場
で
開
催
す
る
社
告
が
、
同
年
一
月
十
四
日
に
小
説
の
記
述
そ

の
返
り
の
牛
の
写
真
を
カ
ッ
ト
に
し
た
大
き
な
箱
も
の
と
し
て
、

一
面
に
組
み
込

ん
で
発
表
さ
れ
て
い
る
。
井
上
は
モ
デ
ル
か
ら
社
告
の
カ
ッ
ト
の
ス
タ
イ
ル
を
借

り
つ
つ
も
、
開
催
日
程
を
「
一
月
二
十
五
日
(
土
)
、
二
十
六
日
(
日
)
」
か
ら

「
一
月
二
十
日
か
ら
三
日
間
」
に
改
め
、
さ
ら
に
社
告
の
発
表
は
一
カ
月
程
度
も

早
く
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
社
告
の
発
表
を
早
め
た
こ
と
は
、
必
然
的
に
作

ロ
聞
の
中
の
『
新
夕
刊
』
に
、
社
告
の
後
か
ら
掲
載
が
始
ま
る
闘
牛
関
連
の
記
事
を
'

モ
デ
ル
よ
り
も
早
い
時
期
か
ら
開
催
日
ま
で
長
期
間
に
亘
っ
て
、
大
量
に
掲
載
さ

せ
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

例
え
ば
『
新
大
阪
』
で
は
、
社
告
発
表
の
翌
十
五
日
は
大
会
開
催
の
桁
鮮
が
載

る
の
み
で
あ
り
、
闘
牛
関
連
の
記
事
と
言
え
る
も
の
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
、
社
告

発
表
の
翌
々
日
で
開
催
日
の
九
目
前
の
一
月
十
六
日
が
最
初
で
あ
る
。
そ
れ
に
対

し
て
「
闘
牛
」
で
は
、

「
三
箇
日
が
す
ん
で
か
ら
の
新
夕
刊
は
、
目
立
っ
て
闘
牛

つ
ま
り
開
催
日
の
十
六
、
七
日
前
か

ら
多
く
の
闘
牛
記
事
が
載
り
始
め
て
い
る
。
さ
ら
に
『
新
大
阪
』
が
一
面
、
二
面

と
も
に
闘
牛
関
連
の
記
事
を
載
せ
始
め
た
の
は
開
催
日
六
日
前
の
十
九
日
か
ら
で

に
関
す
る
記
事
が
多
く
な
っ
た
」
と
記
す
。
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あ
っ
た
が
、

「
闘
牛
」
で
は
、

「
闘
牛
大
会
が
十
日
程
先
に
迫
る
と
、
大
阪
新
タ

刊
は
一
面
も
二
面
も
闘
牛
大
会
の
記
事
で
塗
り
つ
ぶ
し
は
じ
め
」
て
い
る
。

作
者
井
上
は
こ
の
よ
う
に
長
期
間
に
百
一
っ
て
闘
牛
関
連
の
記
事
を
多
量
に
掲
載

さ
せ
続
け
る
こ
と
で
、

「
牛
の
新
聞
」
と
陰
口
を
叩
か
れ
る
ほ
ど
に
、

『
新
夕
刊
』

の
過
剰
な
闘
牛
記
事
の
扱
い
を
強
調
し
て
描
こ
う
と
し
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

そ
う
し
た
作
者
の
意
識
は
、
長
期
に
一
日
一
っ
て
『
新
夕
刊
』
に
掲
載
さ
れ
る
闘
牛

モ
デ
ル
か
ら
の
取
り
込
み
方
に
も
覗
う
こ
と
が
で
き
る
。
例
え

ば
「
闘
牛
」
の
『
新
夕
刊
』
で
は
、
三
箇
日
が
過
ぎ
て
か
ら
「
カ
ル
メ
ン
の
ホ
セ

が
当
り
役
の
有
名
な
オ
ペ
ラ
歌
手
が
、
闘
牛
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
か
と
思
う
と
、

関
連
の
記
事
の
、

そ
の
翌
日
の
紙
面
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
愛
好
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る

F
伯
の
闘
牛

漫
談
が
大
き
く
掲
載
さ
れ
」
、
さ
ら
に
「
『
専
門
家
の
立
場
か
ら
』
と
い
っ
た
人
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を
喰
っ
た
見
出
し
で
、
新
進
拳
闘
家
が
闘
牛
を
論
じ
て
い
る
日
も
あ
る
」
と
い
っ

た
紙
面
が
続
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

『
新
大
阪
』
を
見
る
と
、

一
月
二
十
三

日
付
二
面
に
「
輿
密
の
ツ
ル
ポ
闘
牛
」
と
い
っ
た
大
見
出
し
の
下
に
、
大
会
に
寄
せ
る

言
葉
と
し
て
、
オ
ペ
ラ
歌
手
藤
原
義
江
氏
、
拳
闘
家
泉
英
一
氏
、
宇
和
島
出
身
の

-m制
②

ス
ポ
ー
ツ
愛
好
家
二
荒
芳
徳
伯
の
三
つ
の
談
話
が
同
時
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
作
者
は
閉
じ
日
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
記
事
を
、
別
々
の
日
の
、
独
立
し
た
記

事
に
拡
大
し
、
か
つ
二
荒
芳
徳
伯
談
は
F
伯
の
漫
談
に
改
め
、

『
新
夕
刊
』
が

日
間
に
及
ん
で
多
彩
な
記
事
を
掲
載
さ
せ
た
こ
と
に
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
拳
闘

家
泉
英
一
氏
談
に
は
「
ケ
ン
ト
ウ
の
参
考
に
な
る
」
と
い
う
小
見
出
し
が
付
い
て

い
る
が
、
ぞ
れ
を
材
料
に
「
専
門
家
の
立
場
か
ら
」
と
い
っ
た
見
出
し
に
作
り
変

え
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
作
者
の
工
夫
が
感
じ
ら
れ
る
。

ま
た
「
闘
牛
」
の
大
阪
新
夕
刊
新
聞
社
は
、

「
闘
牛
大
会
の
歌
」
を
懸
賞
募
集

し
た
の
に
始
ま
り
、

「
晴
れ
の
出
場
牛
二
十
二
頭
の
大
会
名
」
を
募
集
し
、
さ
ら

に
「
勝
牛
の
予
想
投
票
」
な
ど
も
や
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
新
大
阪
新
聞

社
が
実
際
に
企
画
し
た
の
は
、
こ
の
う
ち
の
出
場
牛
二
十
二
頭
の
大
会
名
募
集
の

み
で
あ
る
。
そ
の
企
画
の
た
め
二
十
日
付
、
二
十
一
日
付
両
日
の
『
新
大
阪
』
二

面
に
「
南
予
闘
牛
大
会
闘
牛
の
通
称
を
募
る
」
と
い
う
見
出
し
の
社
告
を
出
し
、

大
会
初
日
の
二
十
五
日
付
二
回
に
結
果
を
発
表
し
て
い
る
。
そ
の
大
会
名
募
集
の

社
告
が
載
っ
た
二
十
一
日
の
一
面
と
、
そ
の
翌
日
の
二
面
、
翌
々
日
の
一
面
に

「
懸
賞
伺
牛
が
勝
つ
か
っ
・
」
と
い
う
見
出
し
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
新
大
阪
の
企
画
で
は
な
く
、
大
星
社
な
る
会
社
の
懸
賞
募
集
を
兼
ね
た
広
告

で
あ
る
。
大
星
社
が
如
伺
な
る
会
社
か
わ
か
ら
な
い
が
、

モ
デ
ル
で
は
新
聞
社
の

企
画
で
な
か
っ
た
懸
賞
募
集
を
、
井
上
は
作
品
中
で
新
聞
社
の
企
画
と
し
て
取
り

込
ん
だ
こ
と
が
こ
こ
か
ら
わ
か
る
。
も
う
一
つ
の
「
闘
牛
大
会
の
歌
」
の
懸
賞
募

集
は
、

『
新
大
阪
』
の
紙
面
を
見
る
限
り
全
く
見
当
ら
な
い
。
こ
の
「
闘
牛
大
会

の
歌
」
は
、
作
口
問
中
で
は
連
日
つ
っ
走
る
サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク
の
マ
イ
ク
か
ら
街

々
に
流
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
先
に
述
べ
た
サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク

の
出
動
を
知
ら
せ
る
『
新
大
阪
』
の
記
事
を
読
む
と
、
実
際
に
サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ツ

ク
は
定
っ
て
い
た
が
、
流
し
て
い
た
曲
は
カ
ル
メ
ン
で
あ
る
。
モ
デ
ル
に
は
な
か

っ
た
企
画
を
作
者
が
作
り
出
し
た
よ
う
だ
が
、
大
会
前
日
の
二
十
四
日
付
『
新
大

阪
』
の
二
面
に
宇
和
島
市
出
身
の
詩
人
山
内
隆
氏
か
ら
新
聞
社
に
寄
せ
ら
れ
た
自

作
の
「
闘
牛
民
謡
」
二
筒
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
あ
る
い
は
作
者
は
こ
こ
か

ら
牛
相
模
大
会
の
歌
の
懸
賞
募
集
の
着
想
を
得
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

一
日
分
の
記
事
を
大
げ
さ
に
三
日
分
に
拡
大
し
、

モ
デ
ル
で
は
新
聞
社
の
企
画

で
な
い
も
の
ま
で
新
聞
社
の
企
画
に
し
て
し
ま
う
|
こ
う
し
た
材
料
の
取
り
込
み

方
が
、
闘
牛
記
事
を
長
期
間
に

E
っ
て
掲
載
し
続
け
る
こ
と
と
併
せ
て
、

4
4
a
 

p
h
u
 

『
新
タ

刊
』
の
「
牛
の
新
聞
ぷ
り
」
を
大
げ
さ
な
ま
で
に
強
調
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま

で
も
あ
る
ま
い
。
そ
し
て
「
牛
の
新
聞
」
ぶ
り
を
強
調
す
る
こ
と
で
、

「
闘
牛
」

に
お
け
る
大
阪
新
夕
刊
が
こ
の
事
業
に
如
伺
に
打
ち
込
ん
で
い
る
か
、
浮
上
や
尾

本
ら
が
ど
れ
ほ
ど
こ
の
事
業
に
情
熱
を
傾
け
て
い
る
か
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
と

言
え
よ
う
。
特
に
そ
の
新
聞
の
編
集
の
采
配
を
振
う
津
上
の
場
合
、
さ
き
子
か
ら

「H
H

や
く
ざ
H
H

な
性
格
」
と
言
わ
れ
、
尾
本
に
「
一
点
信
拠
し
難
い
痴
人
の
欲
情

の
よ
う
な
溺
れ
」
を
感
じ
さ
せ
た
、
彼
の
無
謀
な
ま
で
に
強
引
で
、
あ
る
積
の
危

険
さ
を
伴
っ
た
情
熱
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
の
に
役
立
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
以
上
は
主
に
大
会
開
催
の
社
告
発
表
か
ら
開
催
日
に
至
る
ま
で
の
聞
に
つ

い
て
で
あ
る
が
、
開
催
日
当
日
の
記
述
に
つ
い
て
、
作
者
は
注
目
す
べ
き
重
要
な

工
夫
を
行
っ
て
い
る
。

闘
牛
大
会
の
初
日
、
作
品
中
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。



球
場
の
使
用
は
一
日
の
延
期
も
許
さ
れ
ぬ
ぎ
り
ぎ
り
の
契
約
だ
っ
た
。
従

っ
て
こ
の
大
会
は
雨
天
順
延
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
初
日
と
第
二
日
に
雨
に
崇
ら
れ
た
作
品
中
の
闘
牛
大
会
は
大
失
敗

モ
デ
ル
の
闘
牛
大
会
で
は
、
大
会
第
二
日
に
あ
た
る
ニ

-R
剖

③

十
六
日
付
『
新
大
阪
』
の
二
面
に
、
次
の
よ
う
な
文
章
を
含
ん
だ
社
告
を
発
表
し

に
終
わ
る
の
で
あ
る
が
、

て
い
る
。南
予
闘
牛
大
会
第
三
日
二
十
七
日
午
後
二
時
よ
り
挙
行
(
二
十
六
日
午
前
の

部
は
雨
の
た
め
午
後
に
変
更
、
取
組
も
そ
の
ま
ま
持
越
し
)

マ
雨
天
順
延

つ
ま
り
二
十
五
日
(
午
後
二
時
)
と
二
十
六
日
(
午
前
十
時
、
午
後
二
時
の
二

回
)
の
二
日
間
開
催
予
定
だ
っ
た
新
大
阪
主
催
の
闘
牛
大
会
は
、
雨
の
た
め
二
十

六
日
の
午
前
の
部
が
午
後
に
変
更
さ
れ
、
替
り
に
同
日
午
後
の
部
が
翌
二
十
七
日

の
午
後
へ
と
悶
天
順
延
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
二
十
七
日
も
、
社
告

を
見
る
と
雨
天
順
延
の
あ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
先
に
引
用
し
た
「
『
悶

牛
』
に
つ
い
て
」
で
、
井
上
靖
も
こ
の
闘
牛
大
会
が
成
功
裡
に
終
わ
っ
た
こ
と
を

述
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
天
候
に
恵
ま
れ
て
の
成
功
で
な
く
、
半
日
は
雨
に
崇
ら

れ
雨
天
順
延
を
し
た
上
で
の
成
功
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
『
新
大
阪
』
の

記
事
に
よ
る
と
、
初
日
の
二
十
五
日
と
辰
終
の
二
十
七
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
た
よ

う
計
三
井
上
清
が
「
『
闘
牛
』
に
つ
い
て
」
で
語
っ
て
い
る
、
雨
の
闘
牛
大
会
の

模
様
は
、
お
そ
ら
く
二
十
六
日
の
午
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

悶
天
順
延
不
可
|
こ
の
作
者
の
行
っ
た
設
定
上
の
工
夫
は
、
作
品
中
の
闘
牛
大

会
に
、

そ
の
成
否
を
天
候
に
左
右
さ
れ
る
一
か
八
か
の
「
賭
け
」
の
要
素
を
与
え

た
と
考
え
ら
れ
る
。
上
坂
信
男
氏
は
「
闘
牛
」
に
お
け
る
闘
牛
大
会
の
性
格
を
分

「
屋
外
競
技
で
あ
る
た
め
、
天
候
に
恵
ま
れ
る
か
、
ど
う
か
が
問
題
で

析
し
て
、
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あ
る
。
問
題
で
は
あ
っ
て
も
、
宣
伝
や
準
備
の
た
め
、
相
当
に
早
く
か
ら
日
時
を

か
け

(
1
5
}

決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
、
賂
の
要
素
が
入
り
込
む
」
と
論
じ
て
い
る

が
、
こ
の
「
賭
け
」
の
要
素
は
、
闘
牛
大
会
と
い
う
事
業
が
も
と
も
と
持
っ
て
い

た
要
素
で
は
な
く
、
井
上
錆
が
「
雨
天
順
延
不
可
」
に
設
定
す
る
こ
と
で
生
み
出

し
た
要
素
で
あ
る
。
ど
う
や
ら
こ
こ
に
作
者
の
意
図
を
解
く
鍵
の
一
つ
が
隠
さ
れ

て
い
そ
う
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
の
こ
と
と
併
せ
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
モ
デ
ル
で
は
十
九
、
二
十
日

賓

刺

④

の
『
新
大
阪
』
の
社
告
か
ら
前
売
券
が
発
売
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、

「
闘
牛
」
に
お
い
て
は
、
大
会
の
前
日
と
前
々
日
に
、
東
洋
製
薬
の
社
会
三
浦
吉

之
輔
が
入
場
券
全
部
を
諮
っ
て
欲
し
い
と
申
し
出
て
く
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
、
前

売
券
を
発
売
し
て
い
な
か
っ
た
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
三
浦
の
申
し

出
を
、
前
々
日
は
浮
上
に
、
前
日
は
尾
本
に
よ
っ
て
断
ら
せ
、
事
業
の
大
尖
敗
を

免
れ
る
こ
と
の
で
き
た
機
会
を
、
敢
て
逃
さ
せ
て
い
る
。
こ
う
し
た
設
定
を
見
る

と
、
作
者
は
こ
の
悶
牛
大
会
を
失
敗
さ
せ
た
か
っ
た
、
ど
う
し
て
も
失
敗
さ
せ
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
、
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
こ
に
も
ま
た
作
者
の
意
同
を
解

く
健
の
一
つ
が
潜
ん
で
い
そ
う
で
あ
る
。

つ
ま
り
作
者
は
闘
牛
大
会
を
「
賭
け
」
の
事
業
と
し
て
設
定
し
、

そ
の
事
業
が

失
敗
に
終
わ
る
過
程
の
中
に
様
々
な
人
聞
を
関
ら
せ
て
描
く
こ
と
で
、

「
悲
哀
」

の
テ
!
マ
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ

の
よ
う
に
考
え
る
と
、
先
に
検
討
し
た
浄
土
ら
の
闘
牛
大
会
に
向
け
た
情
熱
も
、

彼
ら
が
如
何
に
事
業
に
賭
け
て
い
た
か
の
強
調
で
あ
り
、
同
時
に
「
悲
哀
」
を
表

す
た
め
の
一
つ
の
工
夫
と
言
え
よ
う
。
事
業
に
賭
け
る
情
熱
が
激
し
け
れ
ば
激
し

い
ほ
ど
、
そ
れ
が
敗
北
し
た
時
は
、

「
悲
哀
」
も
深
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
に
来
て
、
こ
の
事
業
の
発
端
と
な
っ
た
、
田
舎
興
行
師
田
代
捨
松
が
大
阪

新
夕
刊
編
集
局
長
津
上
の
も
と
に
、
闘
牛
大
会
開
催
の
企
画
を
持
ち
込
ん
で
来
た

際
の
会
話
が
想
起
さ
れ
る
。

「
ぞ
れ
と
い
う
の
も
土
地
の
人
が
、
む
か
し
か
ら
牛
の
勝
負
に
賭
け
る
た
め

で

L 
田
代
が
こ
う
言
っ
た
時
だ
っ
た
。

「
賭
け
る
の
!
」

と
沖
上
は
反
射
的
に
訊
い
た
。

W
市
で
年
三
回
聞
か
れ
る
大
会
で
は
、

い
ま
で
も
観
衆
の
殆
ど
全
部
が
牛

の
競
技
に
賭
け
て
い
る
と
言
う
。
そ
の
田
代
の
説
明
は
、

そ
れ
ま
で
田
代
の

話
を
素
通
り
さ
せ
て
い
た
湾
上
の
心
に
、
突
然
寄
妙
な
屈
折
の
仕
方
で
と
ぴ

(
中
略
)
賭
け
る
、
こ
い
つ
は
い
け
る
と
浮
上
は
思
う
。
阪

神
の
都
会
地
で
行
な
っ
て
も
、

W
市
と
同
じ
よ
う
に
そ
こ
に
集
ま
る
観
衆
の

こ
ん
で
き
た
。
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す
べ
て
は
賭
け
る
だ
ろ
う
。
終
戦
後
の
日
本
人
に
と
っ
て
生
き
る
手
懸
り
と

い
え
ば
、
ま
あ
こ
ん
な
と
こ
ろ
か
も
し
れ
な
い
。

浮
上
に
闘
午
大
会
開
催
を
決
意
さ
せ
た
の
は
「
賭
け
」
の
一
語
で
あ
っ
た
。
私

は
そ
の
「
賭
け
」
を
浮
上
が
「
終
戦
後
の
日
本
人
に
と
っ
て
生
き
る
手
懸
り
」
と

捉
え
て
い
る
の
に
注
目
し
た
い
。
こ
の
津
上
の
「
賭
け
」
の
解
釈
は
、
新
興
新
聞

社
の
大
阪
新
夕
刊
が
闘
牛
大
会
と
い
う
「
賭
け
」
の
要
素
を
持
っ
た
危
険
な
事
業

に
敢
て
挑
ん
だ
理
由
に
も
重
な
る
の
で
あ
る
。

春
原
昭
彦
著
『
日
本
新
開
通
釘
日
)
に
よ
る
と
、
終
戦
後
「
G
H
Q
は
、
言
論
の

独
占
を
破
壊
す
る
目
的
で
地
方
紙
の
助
成
と
新
興
紙
の
育
成
を
は
か
」
り
、
さ
ら

に
「
G
H
Q
の
新
聞
政
策
を
体
し
て
、
用
紙
割
当
委
貝
会
も
、
新
興
紙
に
対
し
て

優
先
的
に
用
紙
の
割
り
当
て
を
行
っ
た
」
た
め
に
「
(
昭
和
)
二
十
一
年
に
は
新

興
紙
の
創
刊
、
復
刊
が
あ
い
つ
い
だ
」
そ
う
で
あ
る
。
同
需
は
昭
和
二
十
一
年
に



発
刊
し
た
主
な
新
聞
と
し
て
二
十
三
紙
を
挙
げ
、
そ
の
中
に
「
闘
牛
」
の
モ
デ
ル

『
新
大
阪
』
も
二
月
四
日
に
創
刊
さ
れ
た
新
聞
と
し
て
含
ま
れ
て
い
る
。

「
闘
牛
」
に
も
「
当
時
続
々
発

こ
う
し
た
新
興
紙
の
置
か
れ
て
い
た
状
況
は
、

刊
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
お
駅
だ
し
い
夕
刊
紙
群
の
中
に
あ
っ
て
」
と
い
っ
た
言
葉
に
暗

示
さ
れ
て
い
る
が
、
と
に
か
く
『
新
夕
刊
』
は
数
多
く
の
ラ
イ
バ
ル
紙
と
闘
っ
て

打
ち
勝
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
生
き
残
り
の
手
段
と
し
て
、

闘
牛
大
会
と
い
う
「
社
運
を
賭
し
た
身
に
あ
ま
る
大
事
業
」
に
挑
ん
だ
、

つ
ま
り

闘
牛
大
会
に
賭
け
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

観
客
は
牛
と
牛
と
の
勝
負
に
「
賭
け
」
、
そ
の
競
技
を
行
う
事
業
は
、
天
候
に

成
否
を
「
賭
け
」
、

そ
の
賭
け
の
事
業
に
新
聞
社
は
社
運
を
「
賭
け
」
る
l
l
l
闘

牛
大
会
に
お
け
る
「
賭
け
」
は
ま
さ
に
三
重
に
絡
み
あ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
そ
の
「
賭
け
」
は
、
当
時
の
特
殊
な
状
況
下
に
お
け
る
「
賭
け
」
で
も
あ

る
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
闘
牛
大
会
と

い
う
事
業
を
通
し
て
「
賭
け
」
に
挑
み
、
敗
北
し
た
人
々
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

作
者
が
終
戦
間
も
な
い
日
本
の
時
代
相
が
持
っ
て
い
た
「
悲
哀
」
を
表
現
し
よ
う

と
し
た
の
は
額
け
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
一
方
で
、
こ
の
作
品
に
お
け
る
「
賭
け
」
と
敗
北
の
設
定
は
、
あ
ま
り

に
強
引
に
失
敗
に
持
っ
て
い
く
印
象
を
与
え
る
危
険
を
苧
み
、
次
の
田
宮
虎
彦
の

船
酔
の
よ
う
な
疑
問
を
生
む
原
因
に
も
な
っ
た
よ
う
だ
。

た
Y
疑
問
が
ひ
と
つ
だ
け
心
に
残
っ
た
。
そ
れ
は
、
も
し
、
こ
の
結
末
で
、

闘
牛
大
会
の
当
日
が
、
主
催
者
た
ち
に
好
都
合
に
三
日
間
晴
天
が
つ
ず
き
、

大
会
が
成
功
し
て
い
た
ら
ど
う
な
っ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
雨
で
あ
っ
た
か
ら
こ
の
作
品
が
出
来
た
の
だ
と
い
う
様
な
弁
駁

で
は
、
消
し
去
る
こ
と
の
出
来
ぬ
疑
問
で
あ
る
。
さ
ら
に
細
か
く
い
え
ば
、

も
し
大
阪
新
夕
刊
の
社
長
尾
本
が
、
大
会
の
切
符
を
買
い
し
め
よ
う
と
い
う

三
浦
の
申
し
出
を
承
諾
し
て
い
た
ら
ど
う
な
っ
た
か
と
い
う
疑
問
に
も
か
ら

ま
り
あ
う
の
だ
。

田
宮
の
指
摘
は
、
作
者
が
作
品
中
に
仕
掛
け
た
二
つ
の
設
定
上
の
工
夫
を
見
事

に
見
破
り
、
良
く
も
悪
く
も
こ
の
作
品
の
読
み
と
こ
ろ
を
突
い
て
い
る
。
あ
る
い

は
事
業
を
強
引
に
雨
に
よ
る
失
敗
に
終
わ
ら
せ
な
く
と
も
、
作
者
の
意
図
し
た

「
悲
哀
」
が
描
け
た
か
ど
う
か
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
今
そ
れ
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
く
、
別
の
機
会
に
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
作
者
が
「
賭
け
」
と
そ
の
敗
北
に
よ
り
、

「
悲
哀
」
を
表

現
し
よ
う
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
闘
牛
大
会
に
闘
っ
た
人
々
そ
れ
ぞ
れ
の
「
賭
け
」
と
敗
北
は
'
ど
の
よ

う
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

司
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「
闘
牛
」
の
主
要
登
場
人
物
は
、
大
阪
新
夕
刊
社
長
の
尾
本
、
同
編
集
局
長
の

浮
上
、
梅
若
興
行
部
社
長
の
田
代
捨
松
、
阪
神
工
業
社
長
の
阿
部
弥
太
、
東
洋
製

そ
れ
に
浮
上
の
愛
人
さ
き
子
の
六
人
。
こ
の
中
で
闘
牛

大
会
開
催
と
い
う
事
業
に
お
け
る
中
心
人
物
と
し
て
働
い
て
い
る
の
は
、
社
長
の

薬
社
長
の
三
浦
吉
之
輔
、

尾
本
と
編
集
局
長
の
浮
上
、
そ
し
て
こ
の
企
画
を
大
阪
新
夕
刊
に
持
ち
込
ん
だ
興

行
師
田
代
の
三
人
で
あ
る
。
阿
部
と
三
浦
は
も
と
も
と
こ
の
事
業
に
参
加
し
て
い

た
の
で
な
く
、
途
中
か
ら
事
業
に
加
わ
り
た
い
と
津
上
に
申
し
出
て
き
た
人
物
で

あ
り
、
さ
き
子
の
場
合
は
津
上
を
通
し
て
事
業
と
間
接
的
な
関
係
を
持
っ
て
い
る



に
過
ぎ
な
い
。

し
か
し
事
業
に
お
い
て
重
要
な
ポ
ス
ト
に
置
か
れ
て
い
る
人
物
が
、
そ
の
ま
ま

こ
の
物
語
の
中
心
に
置
か
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
、

そ
う
で
は
な
い
。
阿
部
と
三

浦
が
、
物
語
で
も
脇
役
に
甘
ん
じ
て
い
る
の
は
当
然
と
し
て
も
、
事
業
に
お
け
る

中
心
人
物
の
中
で
、
物
語
で
も
中
心
人
物
を
演
じ
て
い
る
の
は
津
上
だ
け
で
あ
り
、

残
り
の
尾
本
と
田
代
は
脇
役
に
退
け
ら
れ
、
代
り
に
事
業
に
は
間
接
的
に
し
か
関

ら
な
い
さ
き
子
が
女
主
人
公
の
位
置
に
収
ま
っ
て
い
る
。
添
上
と
さ
き
子
を
物
語

の
中
心
に
据
え
、
田
代
と
尾
本
を
物
語
の
周
辺
に
配
置
し
た
「
闘
牛
」
の
こ
の
人

物
情
図
は
、
こ
の
作
品
の
「
悲
哀
」
の
テ

l
マ
を
、
闘
牛
大
会
と
い
う
事
業
そ
の

も
の
が
持
っ
て
い
た
「
悲
哀
」
と
は
若
干
性
質
を
異
な
ら
せ
た
と
言
え
そ
う
で
あ

る

そ
れ
で
は
、
人
々
そ
れ
ぞ
れ
の
「
賭
け
」
と
敗
北
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い

る
の
か
、
ま
ず
は
事
業
の
中
心
人
物
で
あ
り
な
が
ら
脇
役
に
置
か
れ
て
い
る
、
尾

本
と
田
代
の
二
人
か
ら
考
え
て
み
る
。

社
長
の
尾
本
は
大
阪
新
夕
刊
が
行
っ
た
「
賭
け
」
の
皐
終
責
任
者
で
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
事
業
に
お
け
る
彼
の
「
賭
け
」
は
、
大
阪
新
夕
刊
の

「
賭
け
」
に
そ
の
ま
ま
重
な
る
。
そ
れ
だ
け
に
大
会
初
日
に
雨
が
降
っ
て
失
敗
が

決
定
的
に
な
る
と
「
際
立
っ
て
不
機
嫌
」
に
な
り
、
患
終
日
に
は
「
莫
大
な
社
の

損
害
が
い
か
に
縮
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
か
を
知
る
に
熱
心
」
だ
っ
た
。
尾
本
は
大
阪

新
夕
刊
の
「
賭
け
」
の
敗
北
を
直
接
に
被
っ
た
人
間
と
言
え
る
。

田
代
は
闘
牛
大
会
の
企
画
を
大
阪
新
夕
刊
に
持
ち
込
ん
だ
、
も
う
一
方
の
責
任

者
で
あ
る
。
彼
が
こ
の
事
業
を
持
ち
込
ん
で
来
た
の
は
、

「
い
つ
か
一
度
は
伊
予

の
牛
相
撰
を
東
京
か
大
阪
の
櫓
舞
台
へ
持
っ
て
行
く
と
い
う
夢
」
の
実
現
の
た
め

で
あ
っ
た
。
田
代
は
闘
牛
大
会
の
開
催
に
田
舎
興
行
師
と
し
て
の
「
夢
」
を
賭
け

た
。
そ
の
「
夢
」
の
実
現
の
為
に
、
兄
か
ら
借
金
ま
で
し
て
大
会
開
催
を
実
現
さ

せ
る
が
、
そ
の
結
果
は
無
惨
な
も
の
に
終
わ
っ
た
。
雨
の
大
会
初
日
に
「
い
か
に

も
不
運
な
興
行
師
と
い
っ
た
落
着
き
」
を
見
せ
、
大
会
最
終
日
に
「
周
期
的
に
絶

望
が
襲
っ
て
い
る
」
彼
の
喪
に
、
自
ら
の
「
夢
」
を
賭
け
、
敗
北
し
た
人
間
の
心

が
覗
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
闘
牛
大
会
の
中
で
、
尾
本
と
田
代
は
事
業
そ
の
も
の
に
賭
け
て
い

た
人
間
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
対
し
て
物
語
の
中
心
人
物
で
あ
る
浮
上

と
さ
き
子
の
二
人
は
、
少
し
趣
が
異
な
っ
て
い
る
。
事
業
に
直
接
関
ら
な
い
さ
き

子
は
も
ち
ろ
ん
、
社
長
の
尾
本
に
勝
る
と
も
劣
ら
ず
大
阪
新
夕
刊
の
芯
棒
で
あ
る

唯
一
白
の
津
上
も
、
事
業
そ
の
も
の
に
賭
け
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

彼
ら
が
何
に
賭
け
て
い
た
の
か
、
先
に
さ
き
子
の
「
賭
け
」
か
ら
考
え
て
み
よ

-つ。
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そ
れ
で
さ
き
子
は
今
度
は
は
っ
き
り
と
憎
し
み
の
感
情
を
こ
め
て
言
っ
た
。

「
あ
な
た
は
初
め
か
ら
何
も
賭
け
て
は
い
な
い
の
よ
。
賭
け
ら
れ
る
よ
う
な

人
で
は
な
い
わ
」

「
じ
ゃ
あ
、
君
は
ど
う
?
」

津
上
は
何
気
な
く
言
っ
た
の
だ
が
、
さ
き
子
は
、
は
っ
と
し
て
息
を
の
ん

だ
。
そ
し
て
さ
あ
っ
と
自
分
で
も
気
が
付
く
ほ
ど
血
の
気
の
ひ
い
た
顔
を

ゆ
が
め
て
笑
う
と
、

「
も
ち
ろ
ん
、
私
も
、
賭
け
て
る
わ
」

と
一
語
一
語
切
る
よ
う
に
言
っ
た
。
実
際
さ
き
子
は
賭
け
た
の
だ
っ
た
。

君
は
ど
う
、
と
津
上
に
言
わ
れ
た
瞬
間
、
さ
き
子
は
津
上
と
別
れ
る
か
別
れ

な
い
か
の
苦
し
い
長
い
命
題
を
、
反
射
的
に
、

い
ま
リ
ン
グ
の
真
中
で
行
な

わ
れ
て
い
る
こ
匹
の
牛
の
闘
争
に
賭
け
た
の
だ
。
赤
い
牛
が
勝
っ
た
ら
津
上



と
別
れ
て
し
ま
お
う
と
。

物
語
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
へ
の
導
入
部
分
に
あ
た
る
場
面
で
あ
る
。
こ
こ
に
、

さ
き
子
が
「
浮
上
と
別
れ
る
か
別
れ
な
い
か
の
苦
し
い
長
い
命
題
」
を
牛
の
勝
負

「
赤
い
牛
」

に
賭
け
て
い
る
こ
と
が
、
は
っ
き
り
と
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

が
勝
ち
、
さ
き
子
は
浮
上
と
別
れ
る
決
意
を
す
る
こ
と
が
暗
示
さ
れ
て
物
語
は
幕

を
閉
じ
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
闘
牛
大
会
を
通
し
て
さ
き
子
が
何
を
賭
け
て
い

た
の
か
、
こ
の
場
聞
を
見
る
だ
け
で
は
本
当
の
意
味
で
わ
か
っ
た
と
言
え
な
い
。

雨
で
中
止
に
な
っ
た
大
会
初
日
の
帰
り
、
さ
き
子
は
津
上
と
二
人
で
自
動
車
に

乗
り
、
車
中
で
失
意
の
表
情
を
露
わ
に
す
る
津
上
を
見
て
、
次
の
よ
う
に
思
う
場

面
が
あ
る
。さ
き
子
は
自
動
車
に
荒
く
揺
ら
れ
て
い
る
手
負
う
た
愛
人
の
顔
を
じ
っ
と

見
詰
め
て
い
た
。
す
っ
か
り
痛
め
つ
け
ら
れ
て
喋
る
こ
と
も
出
来
な
く
な
っ

て
い
る
こ
の
生
き
物
を
、
彼
女
は
初
め
て
自
分
の
も
の
と
し
て
眺
め
る
こ
と

が
出
来
た
。
さ
ん
ざ
ん
放
蕩
し
た
道
楽
息
子
が
失
意
の
果
て
に
、
や
は
り
誰

で
も
な
い
自
分
の
と
こ
ろ
へ
帰
っ
て
来
た
。
そ
ん
な
母
親
の
持
つ
勝
利
感
に

似
た
も
の
が
、
さ
き
子
の
思
い
を
か
す
め
た
。

こ
こ
で
の
さ
き
子
の
勝
利
感
は
、
浮
上
の
事
業
欲
の
大
き
さ
と
、
彼
が
さ
き
子

に
向
け
る
愛
情
の
大
き
さ
と
、
ど
ち
ら
が
勝
る
か
の
勝
負
に
よ
う
や
く
勝
つ
こ
と

の
で
き
た
嬉
し
さ
だ
ろ
う
。
だ
が
そ
の
さ
き
子
の
勝
利
感
は
長
続
き
し
な
い
。
大

会
最
終
日
の
津
上
の
様
子
を
見
て
、
さ
き
子
は
次
の
よ
う
な
感
慨
を
持
つ
。

そ
の
横
顔
に
も
人
と
間
接
し
た
り
す
る
動
作
に
も
ぴ
ち
ぴ
ち
と
し
た
常
の

津
上
ら
し
い
ア
ク
セ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
い
か
に
も
新
聞
社
の
若
い
幹
部
ら
し

い
張
り
が
速
く
か
ら
見
て
い
て
も
、
さ
き
子
に
は
舷
し
く
感
じ
ら
れ
る
の
で

あ
っ
た
。

一
昨
日
は
確
か
に
津
上
の
心
の
ど
こ
か
に
自
分
の
坐
る
席
が
あ
っ

た
。
自
分
で
な
け
れ
ば
誰
も
埋
め
て
や
れ
な
い
空
隙
を
浮
上
は
持
っ
て
い
た
。

津
上
に
と
っ
て
あ
れ
程
必
要
な
女
だ
と
思
っ
た
確
信
を
、
い
ま
の
さ
き
子
は

は
か

夢
の
こ
と
の
よ
う
に
妙
に
惨
な
く
思
い
出
す
の
で
あ
っ
た
。
も
う
忘
れ
よ
う

と
思
え
ば
一
年
で
も
自
分
を
忘
れ
て
い
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
エ
ゴ
イ
ス
チ
ッ
ク

な
平
常
の
浮
上
が
そ
こ
に
は
い
た
。
す
べ
て
は
終
っ
た
。
も
う
津
上
は
再
ぴ

自
分
の
と
こ
ろ
へ
は
戻
っ
て
来
な
い
だ
ろ
う
。
今
日
の
さ
き
子
の
心
に
は
そ

ん
な
気
持
が
伺
故
か
、

一
つ
の
動
か
す
こ
と
の
出
来
ぬ
確
信
と
な
っ
て
生
れ

て
来
る
の
で
あ
っ
た
。

さ
き
子
へ
の
愛
情
を
置
き
去
り
に
し
て
、
再
ぴ
事
業
に
の
み
心
を
向
け
て
い
る

洋
上
の
様
子
か
ら
受
け
た
さ
き
子
の
敗
北
感
が
、
こ
こ
に
は
っ
き
り
と
現
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
さ
き
子
は
闘
牛
大
会
を
通
し
て
、
浮
上
の
心
の
中
で
事
業
欲
と
彼
女

へ
の
愛
情
の
ど
ち
ら
が
勝
つ
か
を
賭
け
て
い
た
の
だ
。
さ
き
子
が
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
の
場
面
で
二
人
の
関
係
の
清
算
を
二
匹
の
牛
の
勝
負
に
賭
け
た
の
は
、
事
業
欲

-59ー

に
愛
情
が
敗
北
し
た
こ
と
を
自
分
に
納
得
さ
せ
る
た
め
の
一
つ
の
手
段
で
あ
っ
た

と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。
さ
き
子
も
闘
牛
大
会
の
中
で
「
賭
け
」
、
そ
し
て
敗
北
し

た
人
間
の
一
人
で
あ
る
。

そ
し
て
浮
上
の
「
賭
け
」
。
率
直
に
言
っ
て
、
彼
の
「
賭
け
」
は
極
め
て
不
可

解
で
あ
る
。
浮
上
は
闘
牛
大
会
に
激
し
い
情
熱
を
傾
け
る
が
、

そ
の
情
熱
は
ど
こ

か
無
謀
な
強
引
さ
を
感
じ
さ
せ
、
事
業
の
成
功
に
万
全
を
期
し
て
い
る
と
は
言
い

難
く
、
お
ま
け
に
大
会
初
日
に
雨
が
降
っ
て
も
社
の
損
失
に
は
無
関
心
な
素
振
り

で
あ
る
。
彼
は
尾
木
や
田
代
の
よ
う
に
事
業
そ
の
も
の
に
賭
け
て
い
る
と
は
思
え

な
い
。
そ
の
熱
中
ぷ
り
か
ら
言
っ
て
、
何
か
に
賭
け
て
い
る
の
は
確
か
で
あ
ろ
う

が
、
さ
き
子
か
ら
は
「
賭
け
ら
れ
る
よ
う
な
人
で
は
な
い
」
と
言
わ
れ
た
り
も
す

る



福
田
宏
年
氏
は
津
上
の
そ
ん
な
不
可
解
な
熱
中
ぶ
り
を
論
じ
て
、

「
ポ
ジ
テ
イ

プ
な
動
機
か
ら
、
行
為
そ
の
も
の
、
事
業
そ
の
も
の
に
賭
け
て
い
る
の
で
は
な
」

く
「
自
ら
の
中
の
、
う
つ
ろ
な
も
の
、
空
し
い
も
の
に
対
す
る
挑
戦
」
だ
と
合
引
。

な
る
ほ
ど
「
酔
え
な
い
眼
が
、
柄
に
も
な
く
酔
お
う
と
す
る
謀
叛
気
」
と
も
脅
か

れ
る
浮
上
の
情
熱
は
福
田
氏
の
言
う
よ
う
な
性
格
を
含
む
と
言
え
そ
う
で
あ
り
、

あ
る
い
は
彼
が
賭
け
て
い
る
も
の
も
、
そ
の
「
う
つ
ろ
な
も
の
、
空
し
い
も
の
」

に
由
来
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
の
「
う
つ
ろ
な
も
の
、
空
し
い
も
の
」

が
具
体
的
に
伺
で
あ
る
の
か
、
福
田
氏
は
全
く
説
明
し
て
お
ら
ず
、

い
ま
一
つ
説

得
力
を
欠
く
。

津
上
が
伺
を
賭
け
て
い
る
の
か
、

そ
れ
を
考
え
る
上
で
東
洋
製
薬
の
社
長
三
浦

吉
之
輔
と
の
交
渉
に
一
つ
の
糸
口
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
三
浦
は
、
前
節
で
も
述

ベ
た
よ
う
に
、
作
品
中
の
闘
牛
大
会
に
前
売
券
発
売
を
な
く
し
た
か
わ
り
に
登
場

さ
せ
た
と
も
言
う
べ
き
人
物
で
、
こ
こ
に
作
者
の
意
図
を
表
す
た
め
の
大
き
な
工

夫
が
あ
り
、
津
上
に
お
け
る
「
賭
け
」
の
性
格
も
、
こ
の
三
浦
と
の
交
渉
の
中
に

暗
示
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

三
浦
は
大
会
開
催
の
前
々
日
に
、
大
阪
新
夕
刊
の
津
上
の
も
と
に
、
入
場
券
全

部
を
二
割
引
で
譲
っ
て
欲
し
い
と
申
し
出
る
。
彼
は
二
割
引
で
買
い
取
っ
た
全
入

場
券
に
自
社
の
製
口
聞
の
口
中
清
涼
剤
「
清
涼
」
の
小
袋
を
添
附
し
て
売
り
、
宣
伝

に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
三
浦
に
と
っ
て
都
合
の
い
い
話
の
よ
う
だ
が
、
し
か

し
大
阪
新
夕
刊
も
売
上
の
二
割
を
損
す
る
か
わ
り
に
確
実
に
金
は
入
り
、
雨
が
降

っ
て
も
失
敗
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
気
象
台
は
こ
こ
数
日
中
に
雨
に
な
る

と
予
想
し
て
い
る
。

津
上
は
そ
ん
な
大
胆
な
三
浦
の
態
度
に
ま
ず
次
の
よ
う
に
反
応
し
た
。

こ
わ

津
上
は
自
分
の
顔
の
頬
の
あ
た
り
の
筋
肉
が
妙
に
硬
ば
っ
て
ゆ
く
の
を
感

じ
た
。
ど
こ
か
即
答
を
迫
っ
て
い
る
よ
う
な
、
自
信
満
々
た
る
相
手
の
態
度

に
む
ら
む
ら
と
反
慢
を
感
じ
て
来
た
の
で
あ
る
。

三
浦
が
さ
ら
に
自
分
の
申
し
出
に
つ
い
て
に
や
り
と
笑
っ
て
「
ま
あ
一
種
の
賭

惇
で
す
な
」
と
言
っ
て
み
せ
る
と
、
津
上
の
心
は
決
ま
り
、

「
御
希
望
に
副
い
か

ね
る
」
旨
を
伝
え
た
上
で
、
彼
は
次
の
よ
う
な
言
葉
を
相
手
に
撲
つ
け
た
。

新
聞
社
と
し
て
も
、
も
と
も
と
こ
の
仕
事
は
賭
博
で
す
。

三
浦
の
「
賭
侍
」
の
申
し
出
を
、
津
上
も
「
賭
博
」
の
言
葉
で
斬
り
返
し
て
い

る
が
、
浮
上
に
そ
の
言
葉
を
吐
か
せ
た
の
は
「
自
信
満
々
た
る
相
手
の
態
度
」
で

あ
っ
た
。
翌
日
に
再
ぴ
申
し
出
て
来
た
三
浦
を
、
今
度
は
尾
本
が
彼
の
た
め
に
二

割
ほ
ど
減
る
収
入
が
「
惜
し
く
思
わ
れ
て
来
た
」
こ
と
か
ら
や
は
り
退
け
る
が
、

津
上
の
場
合
は
「
自
信
満
々
た
る
相
手
の
態
度
」
へ
の
「
反
媛
」
が
安
全
策
を
退

け
さ
せ
、
事
業
を
危
険
な
「
賭
け
」
と
し
て
行
う
決
心
を
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ

こ
に
事
業
そ
の
も
の
に
賭
け
て
い
る
尾
本
と
は
追
っ
た
、
津
上
の
「
賭
け
」
が
如
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伺
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
、

一
つ
の
暗
示
を
見
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
三
浦
と
の
交
渉
に
加
え
て
、
も
う
一
つ
、
三
浦
と
同
じ
く
事
業
に
加
わ
り

た
い
と
申
し
出
て
き
た
阪
神
工
業
の
社
長
岡
部
弥
太
と
津
上
の
交
渉
を
見
て
み
た

ぃ
。
岡
部
は
『
新
夕
刊
』
に
闘
牛
大
会
開
催
の
社
告
が
発
表
さ
れ
た
日
に
、
同
じ

伊
予
出
身
の
田
代
を
介
し
て
浮
上
に
面
接
を
求
め
、
焼
跡
の
地
下
に
あ
る
半
造
り

の
料
亭
で
、
田
代
も
同
席
さ
せ
た
ま
ま
津
上
に
大
会
終
了
後
に
闘
牛
の
牛
全
部
を

買
い
取
り
た
い
気
持
ち
を
伝
え
て
く
る
。
阿
部
の
申
し
出
は
「
も
し
共
同
出
資
で

牛
を
買
う
の
が
ご
迷
惑
な
ら
、
牛
は
全
部
自
分
の
方
で
買
い
と
る
。
輸
送
費
も
大

会
開
催
費
も
、
牛
に
関
す
る
も
の
は
一
切
こ
ち
ら
で
面
倒
を
み
ま
し
ょ
う
。
あ
ん

た
の
方
は
無
償
で
事
業
を
や
り
、
儲
け
た
い
だ
け
儲
け
な
さ
い
」
と
い
っ
た
も
の

で
、
資
金
カ
の
之
し
い
大
阪
新
夕
刊
と
し
て
は
願
つ
で
も
な
い
話
だ
っ
た
。
こ
の



阿
部
の
申
し
出
を
受
け
る
こ
と
で
、
事
業
は
危
険
な
賭
け
か
ら
逃
れ
、
か
な
り
の

安
全
性
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
筈
だ
が
、
阿
部
に
対
す
る
津
上
の
応
答
は

次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

「
だ
が
、

そ
い
つ
あ
困
り
ま
す
な
」

相
手
に
喋
る
だ
け
喋
ら
せ
て
か
ら
津
上
は
言
っ
た
。
阿
部
の
申
し
出
に
応

ず
る
こ
と
は
、
岡
部
と
い
う
人
物
か
ら
く
る
一
抹
の
不
安
は
あ
る
に
し
て
も
、

新
聞
社
と
し
て
は
決
し
て
割
の
惑
い
契
約
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
浮
上
は

い
ま
彼
の
上
に
注
が
れ
て
い
る
阿
部
の
、
自
信
満
々
た
る
小
さ
い
こ
つ
の
眼

を
憎
ん
で
い
る
の
で
あ
っ
た
。
向
か
果
し
合
い
で
も
し
て
い
る
よ
う
な
精
神

の
興
笥
が
、
浮
上
の
顔
を
こ
こ
ろ
も
ち
蒼
く
し
昂
然
と
さ
せ
て
い
た
。

津
上
は
阿
部
の
「
自
信
満
々
た
る
小
さ
い
二
つ
の
限
」
に
対
す
る
憎
し
み
か
ら
、

好
条
件
の
彼
の
申
し
出
を
退
け
て
し
ま
っ
た
。
三
浦
の
場
合
と
同
様
に
、
こ
こ
で

も
相
手
の
「
自
信
満
々
」
た
る
態
度
へ
の
反
発
心
が
、
津
上
に
安
全
策
を
退
け
さ

せ
、
「
賭
け
」
の
要
素
を
含
ん
だ
ま
ま
事
業
を
行
う
決
心
を
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
彼
ら
の
申
し
出
を
退
け
た
湾
上
の
表
面
上
の
理
由
は
、
三
浦
に
対
し

て
は
全
入
場
券
に
「
清
涼
」
を
添
附
さ
れ
る
と
「
お
宅
の
方
の
資
本
で
こ
の
事
業

が
行
わ
れ
た
よ
う
な
印
象
を
世
間
に
与
え
や
す
い
」
か
ら
で
あ
り
、
岡
部
に
対
し

て
は
大
阪
新
夕
刊
と
し
て
「
最
初
の
事
業
」
な
の
で
「
単
独
で
や
ら
せ
て
貰
い
」

た
い
か
ら
で
あ
っ
た
。
が
し
か
し
、

そ
れ
は
あ
く
ま
で
表
面
上
で
、
浮
上
に
そ
う

し
た
も
っ
と
も
ら
し
い
理
由
を
言
わ
せ
る
の
が
、
彼
ら
の
「
自
信
満
々
」
た
る
態

度
へ
の
反
発
心
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
よ
う
な
三
浦
、
岡
部
に
対

す
る
津
上
の
応
じ
方
を
見
る
と
、
津
上
は
「
自
信
満
々
」
た
る
人
間
に
反
発
す
る

意
識
か
ら
、
闘
牛
大
会
を
、
ま
さ
に
「
賭
け
」
と
し
て
行
お
う
と
し
て
い
る
か
の

観
が
あ
る
。
津
上
は
事
業
に
情
熱
を
傾
け
る
こ
と
で
、
自
ら
の
自
尊
心
の
勝
敗
を

賂
け
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
こ
そ
大
会
初
日
に
雨
が
降
っ
て
失

敗
が
決
定
的
に
な
っ
た
際
に
、
次
の
よ
う
な
心
境
に
陥
る
の
で
あ
る
。

今
や
は
っ
き
り
と
し
た
社
の
莫
大
な
損
失
を
、
少
し
で
も
少
な
く
し
よ
う

と
す
る
尾
本
の
持
つ
執
着
も
焦
り
も
な
か
っ
た
。
あ
る
も
の
は
、
徐
々
に
歴

然
と
し
て
来
る
大
き
い
誤
算
へ
の
、
堪
え
ら
れ
ぬ
寂
参
感
だ
け
で
あ
っ
た
。
う
っ
ち
ゃ

四
つ
に
組
ん
で
じ
り
じ
り
と
土
俵
際
ま
で
押
し
て
行
き
な
が
ら
、
軽
く
打
棄

り
を
喰
っ
た
自
分
の
不
覚
さ
へ
の
躍
ら
ぬ
不
快
感
だ
っ
た
。
彼
は
朝
か
ら
自

尊
心
と
自
信
の
喪
失
に
対
し
て
木
能
的
に
闘
っ
て
い
た
。
浮
上
の
眼
が
こ
の

日
ぐ
ら
い
冷
た
く
倣
岸
に
見
え
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

津
上
は
闘
牛
大
会
の
中
で
、
事
業
そ
の
も
の
に
賭
け
た
の
で
は
な
く
、
ま
し
て

さ
き
子
と
の
関
係
を
賭
け
た
の
で
も
な
い
。
こ
こ
に
さ
き
子
を
し
て
「
賭
け
ら
れ

る
よ
う
な
人
で
は
な
い
」
と
言
わ
し
め
る
所
似
も
あ
ろ
う
。
彼
が
賭
け
た
の
は
他

po 

人
に
は
覗
い
知
る
こ
と
の
難
し
い
極
め
て
個
人
的
な
心
の
問
題
で
あ
っ
た
。
津
上

は
自
ら
の
「
自
尊
心
」
の
勝
敗
を
賭
け
、

そ
し
て
敗
北
し
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
こ
の
津
上
の
「
自
尊
心
」
の
賭
け
に
は
、
福
田
宏
年
氏
が
井
上
文
学
の

主
要
テ
1
マ
の
一
つ
に
挙
げ
る
「
劣
等
感
情
」
}
が
、
裏
返
し
の
形
で
現
れ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
信
満
々
た
る
二
人
の
人
間
に
負

け
ま
い
と
す
る
津
上
の
意
識
は
、
後
の
「
澄
賢
坊
覚
え
書
」
)
に
お
け
る
宏
栄
に
対

「
あ
る
偽
作
家
の
生
涯
」
)
に
お
け
る
大
貫
桂
岳
に
対
す
る
原
芳
泉

す
る
澄
賢
の
、

の
、
劣
等
意
識
に
よ
る
反
発
心
に
連
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
先

に
述
べ
た
閉
じ
福
田
氏
の
言
う
浮
上
の
中
の
「
う
つ
ろ
な
も
の
、
空
し
い
も
の
」

も
、
こ
の
「
劣
等
感
情
」
と
一
続
き
の
も
の
と
見
倣
せ
る
の
で
は
な
い
か
。
津
上

は
真
の
自
尊
心
を
持
た
な
い
が
故
に
、
内
面
に
「
う
つ
ろ
な
も
の
、
空
し
い
も
の
」

を
抱
え
、
そ
う
し
た
自
分
の
内
面
へ
の
「
挑
戦
」
と
し
て
「
自
尊
心
」
を
賭
け
た
、



と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
闘
牛
大
会
の
中
で
、
尾
本
や
田
代
は
事
業
そ
の
も
の
に
賭
け
、

さ
き
子
は
愛
人
津
上
と
の
関
係
を
賭
け
、
津
上
は
自
ら
の
自
尊
心
を
賭
け
、
ぞ
れ

ら
の
「
賭
け
」
が
こ
と
ご
と
く
敗
北
に
終
わ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
「
賭
け
」
と

敗
北
に
よ
り
、
こ
の
作
品
の
「
悲
哀
」
の
テ
1
マ
が
完
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て

よ
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
そ
の
「
悲
哀
」
が
、
作
者
の
意
図
し
た
通
り
に
時
代
相
の
持
つ
「
悲
哀
」

「
闘
牛
」
は
、
終
戦
聞
も
な

を
表
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

く
創
立
さ
れ
た
新
興
新
聞
社
が
、
移
し
い
ラ
イ
バ
ル
紙
に
打
ち
勝
っ
た
め
に
「
社

運
を
賭
し
た
」
事
業
を
枠
組
み
に
し
て
物
語
を
構
築
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

一
簡
が
何
ら
か
の
時
代
の
空
気
に
覆
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
そ
の
時
代
の
空
気
を
含
ん
だ
枠
組
み
の
中
で
、
事
業
そ
れ
自
体
に
賭
け
て
い
る

尾
本
や
田
代
は
む
し
ろ
物
語
の
周
辺
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
中
心
に
描
か
れ
る
津

上
や
さ
き
子
が
賭
け
て
い
る
の
は
彼
ら
の
個
人
的
な
問
題
で
あ
る
。

つ
ま
り
「
闘

牛
」
に
お
け
る
「
悲
哀
」
は
、
時
代
相
の
「
悲
哀
」
そ
の
も
の
と
言
う
よ
り
も
、

浮
上
と
さ
き
子
の
個
人
的
な
「
悲
哀
」
が
ま
ず
中
心
に
あ
り
、

ぞ
れ
を
時
代
の
空

気
で
包
み
込
ん
だ
形
の
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

例
え
ば
次
の
二
つ
の
場
面
を
見
れ
ば
、
こ
の
作
品
に
表
さ
れ
た
「
悲
哀
」
が
如

伺
な
る
質
の
も
の
で
あ
る
か
よ
く
わ
か
る
だ
ろ
う
。

見
渡
す
限
り
冬
枯
れ
た
田
野
が
、
球
場
を
取
り
ま
い
て
西
に
も
東
に
も
鉱

が
っ
て
い
た
。
戦
時
中
大
阪
神
戸
の
主
要
な
軍
需
工
場
は
言
い
合
わ
せ
た
よ

う
に
こ
の
阪
神
閣
の
広
い
平
原
地
帯
に
疎
開
し
て
来
た
の
だ
が
、
そ
れ
ら
の

不
思
議
に
重
量
感
を
忘
れ
た
建
物
が
、
こ
こ
か
ら
み
る
と
紙
屑
の
よ
う
に
広

い
田
野
の
あ
ち
こ
ち
に
散
ら
ば
っ
て
い
た
。
な
か
に
は
難
破
船
の
よ
う
に
沢

山
の
鉄
骨
を
空
に
突
き
上
げ
て
い
る
建
物
も
あ
れ
ば
、
小
山
の
よ
う
な
鉄
屑

の
集
塊
を
敷
地
の
一
角
に
持
っ
て
い
る
建
物
も
あ
っ
た
。

(
中
略
)
そ
し
て

工
場
地
帯
の
狽
雑
さ
と
冬
の
自
然
の
き
び
し
さ
と
が
雑
然
と
入
り
混
じ
っ
た

広
い
荒
涼
と
し
た
眺
望
の
上
に
、
曇
天
が
低
く
垂
れ
下
が
っ
て
い
る
の
で
あ

っ
た
。さ
き
子
は
黙
っ
た
ま
ま
そ
う
し
た
寒
々
と
し
た
眺
め
に
眼
を
遣
っ
て
い
た

が
、
心
は
早
く
も
今
日
の
浮
上
の
冷
た
い
態
度
か
ら
受
け
る
、
別
れ
た
後
の

自
分
の
苦
し
さ
を
計
算
し
て
い
た
。

津
上
の
立
っ
て
い
る
ス
タ
ン
ド
の
最
上
層
か
ら
は
、
速
く
六
甲
の
山
裾
ま

で
続
い
て
い
る
田
と
畑
と
、
そ
の
中
に
散
在
す
る
工
場
や
小
さ
い
家
々
の
茂

り
が
、
重
い
暗
灰
色
の
雨
雲
の
下
に
寒
々
と
拡
が
っ
て
見
え
て
い
た
。
瀬
戸

き
ん
で
ん

物
の
絵
を
見
る
よ
う
な
凍
り
つ
い
た
冷
た
い
風
景
で
あ
っ
た
。
六
甲
の
山
崩
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近
い
筒
所
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
、
雪
が
白
く
幾
条
か
の
線
を
引
い
て
残
っ
て

は
だ
れ
ゆ
き

い
た
。
そ
の
頂
の
斑
雪
だ
け
が
現
在
の
津
上
の
疲
労
を
救
っ
て
い
た
。
敗
亡

の
こ
の
固
か
ら
す
っ
か
り
姿
を
消
し
た
清
ら
か
な
も
の
が
、
落
ち
の
び
て
そ

こ
だ
け
に
集
ま
り
、

E
い
に
寄
り
添
っ
て
ひ
そ
ひ
そ
と
伺
か
を
語
り
合
っ
て

い
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
っ
た
。

前
者
は
闘
牛
大
会
の
準
備
に
奔
走
す
る
津
上
を
阪
神
球
場
の
事
務
所
に
尋
ね
た

さ
き
子
が
、
津
上
に
冷
た
く
あ
し
ら
わ
れ
た
際
の
心
境
を
語
り
、
後
者
は
大
会
初

日
に
雨
が
降
り
、
事
業
の
失
敗
が
確
定
さ
れ
た
際
の
浮
上
の
心
境
を
語
っ
て
い
る
。

男
の
事
業
欲
に
愛
情
が
叶
わ
ぬ
さ
き
子
の
苦
し
み
ゃ
、
事
業
の
失
敗
に
よ
る
自
尊

心
の
喪
失
に
培
え
る
津
上
の
苦
悩
が
、
と
も
に
阪
神
球
場
の
ス
タ
ン
ド
か
ら
眺
め

た
終
戦
闘
も
な
い
日
本
の
荒
涼
と
し
た
風
景
の
中
に
象
徴
さ
れ
、
時
代
の
空
気
の



中
に
溶
け
込
ん
だ
一
つ
の
悲
哀
感
と
な
っ
て
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
場
面

に
見
る
よ
う
に
、

「
闘
牛
」
に
お
け
る
「
悲
哀
」
は
、
時
代
相
を
正
面
か
ら
描
い

そ
れ
を
時
代

た
も
の
で
は
な
く
、
津
上
と
さ
き
子
の
心
境
を
中
心
に
描
き
つ
つ
、

の
空
気
に
包
み
込
む
こ
と
で
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
悲
哀
」
の
テ
l
マ
は
、
さ
き
子
が
津
上
と
の
関
係
の
清
算
を
牛
の
勝
負
に
賭

け
る
決
意
を
し
た
直
後
の
一
間
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
お
い
て
、
さ
ら
に
次
の
よ

う
に
描
写
さ
れ
る
。

さ
き
子
は
改
め
て
会
場
を
見
渡
し
た
。
リ
ン
グ
で
は
赤
と
黒
の
二
匹
の
牛

ぞ
ぞ
う

が
、
ま
る
で
塑
像
の
よ
う
に
身
揺
ぎ
も
し
な
い
で
立
っ
て
い
た
。
リ
ン
グ
と

竹
矢
来
と
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
群
衆
の
上
に
、
雨
上
が
り
の
冬
の
陽
が
冷
た

く
落
ち
て
い
た
。
勢
子
た
ち
は
牛
を
け
し
か
け
る
た
め
に
牛
の
尻
を
敵
き
、

脇
腹
を
敵
い
て
い
た
。
織
は
ば
た
ば
た
と
風
に
あ
お
ら
れ
、

マ
イ
ク
は
動
き

の
な
い
仕
合
の
放
送
に
同
じ
言
葉
を
何
十
遍
も
繰
り
返
し
、
疲
れ
、
苛
立
ち
、

悲
鳴
に
近
い
も
の
を
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
に
吐
き
出
し
て
い
た
。

ス
タ
ン
ド
は
呉

様
な
静
け
さ
で
あ
っ
た
。
笑
い
も
な
く
、
声
も
な
く
、
観
衆
は
じ
っ
と
リ
ン

グ
を
見
降
ろ
し
て
い
た
。
突
如
こ
の
会
場
に
立
ち
こ
め
て
い
る
暮
色
の
よ
う

に
澱
ん
だ
賠
い
冷
た
い
も
の
が
、
ほ
と
ん
ど
塔
え
ら
れ
ぬ
く
ら
い
の
悲
哀
感

と
な
っ
て
さ
き
子
の
足
を
緊
め
つ
け
て
来
た
。

右
の
場
面
は
「
『
闘
牛
』
に
つ
い
て
」
で
描
か
れ
て
い
る
、
井
上
摘
が
実
際
に

見
物
に
出
掛
け
た
闘
牛
大
会
の
会
場
の
様
子
を
初
徽
さ
せ
、
お
そ
ら
く
こ
こ
に
作

者
が
こ
の
作
品
で
鼠
も
表
現
し
た
か
っ
た
「
悲
哀
」
が
托
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
そ
の
「
悲
哀
」
は
作
者
が
闘
牛
大
会
の
会
場
で
感
じ
た
と
い
う
時

代
相
の
「
悲
哀
」
と
言
う
よ
り
も
、
ま
ず
津
上
と
の
煮
え
き
ら
ぬ
ま
ま
続
く
関
係

に
「
疲
れ
、
苛
立
ち
」
苦
し
ん
だ
さ
き
子
の
「
悲
哀
」
と
思
わ
れ
る
。
次
い
で
そ

の
さ
き
子
の
隣
に
津
上
が
坐
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
浮
上
の
事
業
の
失
敗

に
よ
る
「
悲
哀
」
も
幾
分
か
含
ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

一
簡
の
テ

l
マ
が

象
徴
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
の
場
面
は
、

そ
れ
だ
け
で
考
え
た
場
合
、
時
代
相

が
ど
れ
だ
け
表
さ
れ
て
い
る
の
か
、
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。

し
か
し
、

い
わ
ば
一
篇
の
核
と
し
て
、
賭
け
と
敗
北
の
事
業
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
そ
の
「
悲
哀
」
が
時
代
の
空
気
の
中

に
包
み
込
ま
れ
た
も
の
だ
と
言
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
付
け
加
え
れ
ば
、

「
闘
牛
」
が
発
表
さ
れ
た
当
時
、
戦
後
の
荒
廃
の
中
で
日
本
人
は
、
誰
も
が
何
ら

か
の
悲
哀
を
内
面
に
抱
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
、
そ
う
し
た
状
況
の
中
、

た
と
え
浮
上
と
さ
き
子
の
個
人
的
な
「
悲
哀
」
で
あ
っ
て
も
、
あ
る
種
の
時
代
的

共
感
と
と
も
に
、
読
者
に
迎
え
ら
れ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

「
闘
牛
」
に

お
け
る
「
悲
哀
」
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
こ
こ
に
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
「
闘
牛
」
は
、

そ
の
「
悲
哀
」
の
核
の
部
分
に
浮
上
と
さ
き
子
の

心
境
を
据
え
て
お
り
、
必
ず
し
も
、
時
代
相
を
正
面
か
ら
描
い
て
い
る
と
は
言
え

そ
う
に
な
い
。
だ
が
、
井
上
靖
な
り
の
方
法
で
、
戦
後
と
い
う
時
代
の
持
つ
「
悲

哀
」
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
こ
と
も
ま
た
確
か
だ
ろ
う
。

む
す
び

井
上
靖
は
「
闘
牛
」
の
執
筆
に
お
い
て
、

モ
デ
ル
で
あ
る
新
大
阪
主
催
の
闘
牛

大
会
を
独
自
に
意
匠
化
し
て
作
品
に
取
り
込
む
こ
と
で
、
闘
牛
大
会
を
過
し
て

「
賭
け
」
に
挑
み
、
敗
北
し
た
人
々
を
描
い
て
時
代
相
の
「
悲
哀
」
を
表
現
し
た

小
説
を
意
図
し
た
。
が
、
実
際
の
「
闘
牛
」
は
、
自
尊
心
を
賭
け
て
敗
北
し
た
浮



上
の
「
悲
哀
」
と
、
愛
人
と
の
関
係
を
緒
け
て
敗
北
し
た
さ
き
子
の
「
悲
哀
」
と

を
中
心
に
描
き
、
そ
れ
を
時
代
の
空
気
に
包
み
込
ん
だ
、
こ
の
作
者
な
り
の
時
代

相
の
「
悲
哀
」
を
表
し
た
小
説
と
な
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
作
品
は
必
ず
し

も
時
代
を
正
面
か
ら
描
い
た
と
は
言
え
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
あ
る

い
は
こ
う
し
た
時
代
相
の
描
き
ガ
に
こ
そ
井
上
の
言
う
「
一
種
の
社
会
小
説
」
、

つ
ま
り
井
上
靖
流
の
社
会
小
説
の
本
当
の
狙
い
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
闘
牛
」
は
決
し
て
失
敗
作
で
は
な
く
、
こ
の
作
者
独
自
の
文
学
作
品
と
し
て
重

要
な
窓
味
を
持
と
う
。

「
賠
い
駒
山
}
や

例
え
ば
モ
デ
ル
か
ら
材
料
を
窓
匠
化
し
て
取
り
込
む
方
法
は
、

「
黒
い
蝶
」
}
に
受
け
継
が
れ
、
や
が
て
歴
史
小
説
に
発
展
し
た
と
予
想
さ
れ
、
津

上
の
「
自
尊
心
」
の
賭
け
に
敗
北
し
た
「
悲
哀
」
は
、
後
の
「
澄
賢
坊
覚
え
書
」

や
「
あ
る
偽
作
家
の
生
涯
」
の
テ
l
マ
の
萌
芽
を
見
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
し
、
ま

た
浮
上
や
さ
き
子
の
心
境
を
風
祭
に
托
し
て
描
く
象
徴
法
は
、
前
作
「
猟
銃
」
と

通
底
す
る
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
ー
ー
が
、
こ
れ
ら
の
考
察
は
別
の
機
会
に
挨
っ
こ

と
と
す
る
。

註
(
1
)
本
文
の
引
用
は
全
て
『
井
上
靖
全
集
』
第
一
巻
(
平
七
・
四
、
新
潮
社
)

に
よ
る
。

(
2
)
 
『
毎
日
新
聞
』
昭
二
五

(
3
)
 
『
日
本
経
済
新
聞
』
昭
五
二
・
一
・
一

O

(
4
)
兵
庫
県
立
図
書
館
郷
土
資
料
室
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
複
写
を
参
考
に

し
た
。

(
5
)
二
十
六
日
付
、
二
面
「
圧
巻
!
検
綱
詩
戦
」

(
6
)
二
十
二
日
付
、
ニ
面
「
花
火
で
空
か
ら
御
招
待

市
中
を
駆
け
る
H
H

カ
ル

メ
ン
の
曲
H
H

」

(
大
見
出
し
)

闘
牛
神
戸
市
中

「
あ
す
の
前
奏
行
事

行
進
・
花
火
打
あ
げ
・
サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク
出
動
」

(
小
見
出
し
)

(
7
)
二
十
四
日
付
、
二
面
「
牛
と
の
取
組
み
二

0
年
闘
牛
の
名
彫
塑
家
岩
田
千

虎
氏
」

(
写
真
入
)

(
8
)
十
七
、
十
八
日
付
二
面
連
載
「
宇
和
島
に
『
闘
牛
』
を
訪
ね
て
」

(
赤
岸

特
派
員
発
)
。

(
9
)
二
十
二
日
付
二
面
「
街
の
話
題
は
こ
の
一
点
」
の
見
出
し
の
記
事
に
そ
の

記
述
あ
り
。

(
叩
)
二
十
五
日
付
二
面
、
中
村
浩
之
作
、
連
載
マ
ン
ガ
「
隠
居
の
ク
ロ
さ
ん
」
。

(
日
)
前
日
と
同
じ
一
面
掲
載
。
但
し
カ
ッ
ト
は
異
な
り
、
化
粧
廻
し
を
つ
け
た

左
向
き
の
一
頭
の
牛
の
写
真
を
使
用
。
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(
臼
)

一
面
に
「
地
元
で
も
珍
し
い
豪
華
取
組
み
決
る
」
の
見
出
し
の
記
事
掲
載
。

(
日
)

一
面
に
「
気
負
い
立
つ
牛
力
士
」
の
見
出
し
の
記
事
と
「
あ
す
前
売
開
始
」

の
社
告
、
二
国
に
「
伝
統
五
百
年
の
精
華
」
の
大
見
出
し
の
記
事
を
掲
載
。

(M)
大
会
初
日
の
様
様
は
二
十
五
日
付
一
面
に
「
空
も
ス
ツ
キ
リ
闘
牛
日
和
・

モ
l
然
閉
幕
」
の
見
出
し
で
、
最
終
日
の
模
様
は
二
十
七
日
付
二
面
に

「
空
も
カ
ラ
リ
と
冬
晴
れ
小
暗
!
震
後
の
闘
牛
土
俵
に
展
開
」
の
見
出
し

で
、
第
一
報
が
報
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

(
日
)
『
虚
往
実
帰
|
井
上
靖
の
小
説
世
界
』

(
路
)
三
訂
版
、
昭
六
二
・
五
、
新
泉
社

(
昭
六

0
・
三
、
右
文
書
院
)

(口)
(
問
)

(
悶
)

「
文
芸
時
評
」

(
『
東
京
新
聞
』
昭
二
四
・
三
了
一
二
)

『
井
上
靖
の
世
界
』

(
昭
四
七
・
九
、
講
談
社
)

『
文
撃
界
』
昭
二
六
・
六



(
却
)

『
新
潮
』
昭
二
六
・
一

O

(
幻
)
『
文
套
春
秋
』
昭
二
五
・
七
|
一

O

(
詑
)
書
き
下
ろ
し
、
昭
三

0
・一

O
、
新
潮
社

(
幻
)

『
文
筆
界
』
昭
二
四
・
一

O

*
引
用
文
中
の
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
た
。

(
た
か
ぎ

の
ぷ
ゆ
き
)
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